









現をとり、推量表現的に使われる例が増加した (渡辺 2007ab、2011 等 )。  
(1)鎌倉へくだッて、頼朝にあふて、物ひと詞言はんと思ふぞ。（『平家




















帝国議会会議録とは帝国議会全会期（明治 23 年 11 月～昭和 22 年 3
月）の本会議・委員会の速記録である。国立国会図書館が公開している
「帝国議会会議録検索システム」を利用した。帝国議会会議録のうち、
今回は貴族院の本会議を対象とし、その回次の１号が 1890 年、1900 年、







２号・５号・11 号を調査した。ただし、第一五回（1900 年）の 11 号は




















【表１】回次・号ごとの各表現の用例数                          
 
  ※引用における例は数に含めていない。  
「と思う」の他、「と存ずる」「と考える」「と信じる」等、様々な種
類の思考動詞による文末表現がみられ、これらが固定した表現として定
と思う と存ずる と考える と信じる と認める その他 計 文字数（概数）
２号 20 5 2 1 2 1 31 19000
５号 45 20 15 0 1 2 83 45200
１１号 47 9 21 2 5 2 86 54700
２号 18 0 1 2 0 0 21 14100
５号 22 0 1 0 1 0 24 22800
１２号 12 2 2 1 4 0 21 14100
２号 1 6 0 0 8 0 15 44300
５号 1 0 1 0 11 2 15 19000
１１号 16 1 4 0 19 0 40 43200
２号 40 15 9 2 1 2 69 33700
５号 19 1 3 0 0 1 24 13700
１１号 75 18 54 6 1 6 160 73800
２号 38 4 4 2 1 1 50 24300
５号 27 7 4 2 9 1 50 27900
１１号 10 6 10 0 18 1 45 19900
２号 4 6 6 1 3 6 26 21500
５号 8 2 2 1 1 1 15 14700
１１号 1 5 0 1 13 0 20 25300



























































第一回 16 61 35
第一五回 8 26 18
第二七回 5 8 5
第四三回 20 68 46
第五八回 15 32 28
第七六回 2 1 10
計 66 196 142
意志・願望推量・疑問判断・叙述
第一回 2 15 17
第一五回 0 0 2
第二七回 3 1 3
第四三回 7 7 20
第五八回 7 3 7
第七六回 7 2 4
計 26 28 53
表わす等、議論を進行する際に使用されている例が多い。  
(4)本人ガ希望イタシテ居ッタト云フ證據ガアリマスナラバ、其點ヲ舉
ゲテ御説明ヲ願ヒタイト思フ、（四三回５号 p.96 下  湯淺倉平）  
■推量・疑問＋と思う の例  
妥当性や必要性を述べる例、未来の事態を推測する例等がみられた。 










■判断・叙述＋と思う の例  
未来の事態を推測する例や過去を回想する例、当為表現の例、物事へ
の評価・判断を述べる例等がみられた。  
(6)元鐡道敷設法ニ確カアッタト思ヒマス、（四三回 11 号 p.28 上 元田肇） 
(7)寧ロ私ドモハ政府ノ意見ノ方ガ國家經濟ノタメニ宜イト思フ、（一
五回 12 号 p.130 上 都築馨六）  













■意志・願望＋と存ずる の例  
(8)併シ當席ニ登リマシタコトデゴザイマスカラ終リニ一言ヲ致シテ
置キタイト存ジマス、（一回２号 p.28 上  山口尚芳）  
■推量・疑問＋と存ずる の例  
(9)本員ノ考ヘル所デハ此外交問題ニ就テノ尤モ急要ナル事件ト謂フ
モノハ此治外法權ヲ撤去スルト謂フコトガ第一ノ問題デアラウト存ジ
マス、（一回５号 p.68 上  尾崎三良）  
■判断・叙述＋と存ずる の例  
(10)是ハ所謂我憲法ノ精神ヲ擁護スル上ニ於テ大切ナル事柄ト存ズル、




■意志・願望＋と考える の例  
(11)今日ハ時間モ切迫イタシテ居リマス故ニ「ニコラエウスク」ノ問
題ニ付テ當局大臣ノ御説明ヲ求メタイト考ヘマス（四三回２号 p.35
下  男爵阪谷芳郎） 
(12)本日ハ大分時間モ經チマシタカラ、諸君ニ於テ御異議ガナケレバ、是
























第一回 2 14 22
第一五回 1 0 3
第二七回 1 1 3
第四三回 15 19 32
第五八回 3 6 9
第七六回 0 1 7
計 22 41 76
意志・願望推量・疑問判断・叙述
第一回 0 2 1
第一五回 0 1 2
第二七回 0 0 0
第四三回 0 1 7
第五八回 0 0 4
第七六回 0 0 3
計 0 4 17
ュアンスをもつ「と思う」よりも、公的で改まった言い方として、共有
すべき意志や願望を「と考える」と表示しているのだと思われる。  
■推量・疑問＋と考える の例  
(13)是ハ大多數ノ意見デハナイカト考ヘマス、（二七回 11 号 p.139 下  
伊澤修二） 
■判断・叙述＋と考える の例  
(14)日本今日ノ商人ハ微力デアルト考ヘマス（一五回 12 号 p.129 上  瀧
兵右衛門） 











■推量・疑問＋と信じる の例  
(15)遠カラズ其安定ヲ見ルデアラウト信ズルノデアリマス、（四三回２
号 p.24 上  國務大臣原敬）  











第一回 0 0 8
第一五回 0 0 5
第二七回 0 0 38
第四三回 0 0 2
第五八回 0 0 28
第七六回 0 0 17
計 0 0 98
意志・願望推量・疑問判断・叙述
第一回 0 1 2
第一五回 0 0 0
第二七回 0 0 0
第四三回 0 4 1
第五八回 0 1 1
第七六回 0 1 1
計 0 7 5
る」がみられ（５．３．）、国会における定型的な表現であるとみられる。  
(17)此案ハ是レデ終局ト認メマス、（一回５号 p.78 上議長・伯爵伊藤博文） 
(18)過半數ト認メマス、（一回 11 号 p.164 上議長・伯爵伊藤博文  他） 
(19)御異議ナイト認メマス、（二七回２号 p.21 上議長・公爵徳川家達 他） 






「と思われる」は 12 例みられた。以下のような用例があった。  
■推量・疑問＋と思われる の例  
(20)國語ニアル所ノ國力ヲ見ナケレバ、往々ニシテ見誤ルコトガアラ
ウト思ハレマス、（七六回５号 p.46-4 田中館愛橘）  
■判断・叙述＋と思われる の例  
(21)其便利デアル所ヲ缺イテ窮屈ヲ與ヘテ不便ニスルノハ得策デナイ











滿足ヲ與ヘルデアラウト確信スルノデアリマス、（四三回 11 号 p.298

















憶シマス、（四三回 11 号 p.276 上  中村是公）  
(27)敵ノ困窮ハ日ト共ニ甚ダシキモノガアルト信ゼラレマス、（七六回
２号 p.14-2 國務大臣東條英機）  
(28)日佛提携ノ必要ヲ認識シタカラニ外ナラヌト思考致シマス、（七六
回２号 p.12-1 國務大臣松岡洋右）  
(29)然レバ源ガ涸レタ以上ハ流レ出マシタ第十三條モ自ラ消滅イタサ


















が 59 例（引用を３例含む）、「と存ずる」が 10 例、「とおぼゆ」が１例
であり、会話文では帝国議会会議録の方が多くのバリエーションがみら
れるといえよう。  
(31)ミヤコ ヘ 行ッテ、エライ 人 ニ ナリタイ ト 思ヒマス。
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（第四期 巻三 十五 一寸ボフシ）  
(32)「 (略 )はなはだですぎたことかもしれませんが、このかんしゃの氣
持を、あらわしたいとぞんじます。みなさん、いかがでしょう。」はく
しゅが四方からおこった。（第六期 巻七 四 汽車の中）  
(33)「敵、前後をさへぎつて、御方は陣をへだてたり。今は、のがれぬと




















作品 年 と思う と存ずる と考える と信じる と認める その他 文字数（概数）
吾輩は猫である 1905 17 0 0 0 0 3 312400
趣味の遺伝 1906 1 0 0 0 0 0 37400
坊つちやん 1906 7 0 1 0 0 1 86800
草枕 1906 1 0 0 0 0 0 82500
二百十日 1906 3 0 0 0 0 0 28900
野分 1907 13 0 0 0 0 0 91500
虞美人草 1907 8 0 0 0 0 0 194200
坑夫 1908 1 0 0 0 0 0 138100
三四郎 1908 5 0 0 0 0 0 160100
それから 1909 11 0 0 0 0 0 172100
門 1910 1 0 0 0 0 0 136400
彼岸過迄 1912 10 0 0 0 0 0 189800
行人 1912 4 1 0 0 0 0 217000
こころ 1914 6 0 0 1 0 0 158000
硝子戸の中 1915 1 0 0 0 0 0 51500
道草 1915 6 0 0 0 0 0 143400
明暗 1916 14 0 0 0 0 0 314200








































号・12 号（11 回は文字数 900 字程度で少ないため）を調査した。 
■「と思う」の例 
と思う と存ずる と考える と信じる と認める その他 計 文字数（概数）
２号 11 1 20 0 3 0 35 26600
５号 25 0 10 0 0 0 35 34000
１２号 12 8 11 0 3 2 36 45700






一八三回  12 号  横山信一） 
■「と存ずる」の例 
(42)質疑はなおございますが、これを次会に譲りたいと存じます。（第
一八三回２号  議長  平田健二）  
■「と考える」の例 
(43)民主党はその内容をしっかり精査、吟味していきたいと考えます。
（第一八三回  ２号 岡崎トミ子）  
■「と認める」の例 
(44)御異議ないと認めます。（第一八三回２号  議長  平田健二） 
■その他の例（※２例とも「と思われる」の例） 
(45)こうした状況下で固定費を増大させる給与引上げは、企業にとっ
て非常に厳しいことと思われます。（第一八三回  12 号  川合孝典） 
なお、上記の３つの号には入っていないが、2013 年中の 12 号までの
参議院本会議において、文末表現「と信じる」の用例も１例みられた。 
(46)皆さんの社会での活躍が日本の新たな活力を生み出すと信じます。






















































小林智賀平校注『安愚楽鍋』1967 岩波書店  
梶原正昭他校注『新日本古典文学大系 平家物語上･下』1991･1993 岩波書店  
「帝国議会会議録検索システム」（http://teikokugikai-i.ndl.go.jp/TEIKOKU/ 
swt_startup.html）・「国会会議録検索システム」（http://kokkai.ndl.go.jp/）  
海後宗臣編『日本教科書大系近代編』第６・７・８・９巻 1963・1964 講談社  
国立国語研究所編『国定読本用語総覧』１・２・４・６・８・10・12 1985・
1987・1989・1991・1993・1995・1997 三省堂  
『新潮文庫 明治の文豪』CD-ROM 
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